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 年度初めに当たって、子どもたちが気持ちよく新学期をス

タートするために、校内環境を整えておられることと思いま

す。各学校の工夫された取組を紹介します。 

局長 森本 直子 

                                 

 

 

本年度、東部教育局長に就任いたしました。どうぞよろしく

お願いいたします。 

新年度を迎え、各学校においては、校長先生の学校経営方針

のもと、学校教育目標に向かって具体的な取組を始められた

ところだと思います。 

本年度も東部教育局は、「主体的に学び続ける子どもたちの

育成をめざして」をミッションとして、１５名のスタッフで各

学校への支援をいたします。学力向上に向けた授業改善、いじ

め・不登校対策、特別支援教育の充実等に向けて、出かける東

部教育局、信頼される東部教育局として、職員一同、精一杯取

り組んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

４月１日の講師等の辞令交付式では、「どの子も惜しみなく

愛すること」「教育のプロとして、熱意と向上心をもって専門性を高めること」「子どものモデルとなる生

き方を示し、志高く歩むこと」というような話をしました。教育は人が人を育てる崇高な営みであり、教

育の仕事はとても責任があるとともに、やりがいと魅力のある仕事です。経験や年代に応じて、まず教職

員一人一人が高い志をもち、子どもへの惜しみない愛情と教育への熱い情熱をもち、根気強く子どもに向

き合って育てることが大切です。「よし、やるぞ。」と気持ちが入っているこの時、新年度のご自身の志

を立て、誠心誠意、教育に取り組んでください。そして、高い志をもった「チーム学校」として教職員一

丸となり、未来を拓く子どもたちの成長を支えていただきたいと心から願っています。 

 校内環境が整っていると、日々の学習や生活が落ち着き、居心地のよさ

を感じることにつながります。誰もが安心できる落ち着いた環境を整えて

いくことを学校全体で心がけていきましょう。 
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局長 森本 直子  次長 網川 昭夫 

担当 主 な 分 掌 

橋本 ○中学校人事管理 

河瀬 
○教職員の給与・旅費 

○事務指導 

蓮佛 ○小学校人事管理 

担当 主 な 分 掌 

網川 ○社会教育の推進  

広富 
○社会教育 ○情報教育  

○人権教育  

○家庭・地域との連携  

担当 主 な 分 掌 

氏橋 
○学校教育指導の総括    ○市町教委訪問・学校訪問 

○市町教委・関係課との連携 ○学校経営・運営 

平山 
○学力向上  ○中学校教育課程  ○研修派遣 

○道徳教育  ○八頭郡・岩美郡の中学校教育 

原田 
○生徒指導  ○進路指導、高校入試  ○キャリア教育 

○図書館教育 ○鳥取市の中学校教育 

泉 
○特別支援教育 ○福祉教育  

○環境教育   ○安全教育 

濵田 
○学力向上   ○教科用図書事務 ○エキスパート教員 

○国際理解教育 ○八頭郡・岩美郡の小学校教育 

大坪 
○幼稚園の教育課程  ○幼児教育   ○健康教育  

○初任者・経験者研修、教職員研修  

長見 
○生徒指導  ○小学校教育課程  ○学校体育 

○鳥取市の小学校教育  

今西 ○教育相談   

－転出者の紹介－     

  

 東部教育局長   杉本 仁詞(鳥取市立美保小学校へ) 

 学事担当係長   田島 美幸(鳥取市立美和小学校へ) 

 学事担当管理主事 徳高 雄一郎(特別支援教育課へ) 

  学校教育担当課長補佐 吉川 誠司(鳥取市立大正小学校へ) 

    〃 指導主事 中林 康与(子ども発達支援課へ） 

     〃 指導主事 中村 礼子(鳥取市教育委員会へ) 

  社会教育担当社会教育主事 寺谷 孝志(人権教育課へ） 

     非常勤職員 西澤  直子   

年度当初は校内でさまざまな話合いの場があります。ちょっとした時間を利用
して、教職員のアイスブレイクなどを行うと、その後の話合いも活性化します。
互いに触れ合い、笑顔で言葉を交わす体験は温かい関係づくりの第一歩です。 

こころびらきのすすめ 

 日頃から意識的に教職員の関係づくりを行うことで、学級経営や授業づ

くりについての相談や意見交換が自然と生まれます。それが、協働的な学

校文化の土台となります。さらに、教職員が慣れ親しんだアイスブレイク

を学級・学年の子どもと行うことで、教師と子ども、子ども同士の人間関

係づくりにも役立ちます。 

３分で 

できる！ 

◆ラッキー７（セブン） 

 ○ペアでじゃんけん「ハロー、じゃんけんほい」 

 ○たして７になったら「イエーイ」と言ってハイタッチ 

 ○たして７にならなかったら「シーユー」と言って、次の 

  ペアを見つける 

◆人間知恵の輪 

 ○自由に手をつなぐ 

 ○よーいどん、で手をつないだまま、ねじれをほどき、 

  １つの輪になる 

 ○いくつかの輪に分かれてもOK 

こんなアイスブレイクはいかがでしょう？ 
東部教育局ワークショップより 

－転入者の紹介－  
  

東部教育局長    森本 直子(鳥取市立修立小学校より) 

学事担当係長    河瀬 みわ子（鳥取市立東中学校より） 

学事担当管理主事  蓮佛 俊敬（特別支援教育課より）   
学校教育担当指導主事  泉 久美子（子ども発達支援課より）  

 〃  指導主事 濵田 ひろみ 

            （岩美町立岩美南小学校より） 

 〃  指導主事  大坪 幸恵（鳥取市立城北小学校より） 

社会教育担当指導主事 広富 隆史（智頭町立智頭小学校より） 

   非常勤職員 北村 佳子      

学校教育担当 TEL ２２－１６０２,１６０３ 

学事担当  TEL ２２－１６０１ 

社会教育担当 TEL ２２－１６０４ 


